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１．センター長 挨拶

加 藤 修 雄

総合解析センター（Comprehensive Analysis Center）は、1977年に産研の附属施設として設置
された材料解析センターを前身としますが、基礎から応用に至る産研の幅広い研究領域に対

する支援をより総合的に行う共通施設として発展すべく、研究所本体の改組に合わせ、旧電

子顕微鏡室を統合し、2009 年度に発足しました。准教授 1 名、助教 2 名の専任教員をはじめ、
技術職員 3 名、非常勤職員 2 名、兼任教員 1 名にセンター長（兼任）を加えた人員構成を取っ
ています。

幸い、総合解析センターとしてリニューアルして間もなく、2010 年度に獲得した補正予算
により、老朽化した機器の多くを世界最先端の機器に更新することが叶い、本冊子に示すよ

うに、産研の多様な研究領域をカバーしうる組成分析、状態分析、分光分析機器が整備され

ました。これらの機器類は、センター専任の教職員によって、ユーザーが常時利用できるよ

う維持・管理されています。専門的な知識を必要とする機器類については、必要に応じてセ

ンターの職員が解析をサポートすると同時に、容易に操作できる機器類は個々の研究者に終

日開放しています。機器の使用法に関する利用者講習会も、新入生のための機器分析講習会

をはじめ、毎年精力的に開催していますので、是非、本冊子に目を通して頂き、センター保

有の分析機器類を存分に活用して頂ければ幸いです。

総合解析センターは、産研の附属共通施設であり、もちろん第一義には産研の研究支援施

設と位置づけられます。一方で、大阪大学科学機器リノベーション・工作支援センター、分

子研を中心とする大学連携研究設備ネットワークとの連携も深めています。連携することで、

機器の更新やリノベーションセンターのスタッフの方々の業務支援を受けることが可能にな

り、実際、 ICP の依頼測定への対応もできるようになりました。学内、学外の研究者、インキ
ュベーション棟入居企業の方々による利用も増えてきています。2012 年度に実施された産研
の外部評価においては、「開かれたセンターとして日本のモデルケースとなり得るものであり、

大阪大学が誇るべきものである」との高い評価も頂きました。今後も、産研の研究支援と学

内外へのサービスとのバランスに留意しつつ、センター運営に尽力して行きたいと思います。

センターの専任教員は、センター保有機器を駆使して、有機化学、物理有機化学、分析化学

に関する独自の研究を行っています。その他、センターとして、「いちょう祭」等の一般公開

や高校生への見学会にも積極的に参画し、先端機器や研究の紹介活動も行っています。

皆様にセンターの研究支援機能を最大限に活用して頂き、優れた研究成果を挙げて頂ける

よう、教職員一同一層の努力をして参ります。皆様には、当センターの維持・発展に引き続

きご理解・ご協力を頂きたく、よろしくお願い申し上げます。
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２．職 員

内線 居室(号室)
身分 名前 所属

電話
電子メール

研究棟別館

センター長(併任) 加藤 修雄 医学品化学研究分野 8470 kato-n
*1

F542

准教授 鈴木 健之 総合解析センター 8525 suzuki-t
*1

205-1

助教 周 大揚 総合解析センター 8529 zhou
*1

206

助教 朝野 芳織 総合解析センター 8526 asano
*1

206

特任助教 西野美都子 感染制御学研究分野 8438 mnishino
*1

F392

特任研究員 石橋 武 励起物性科学研究分野・総合解析センター 8531 isibasi
*1

S105

技術室長 田中 高紀 技術室 8397 tanaka
*1

F242

技術職員 松崎 剛 技術室 8527 matuzaki
*1

302

技術職員 羽子岡仁志 技術室 8526 haneoka
*1

206

技術職員 村上 洋輔 技術室 8531 murakami
*1

S105

技術補佐員 嵩原 綱吉 総合解析センター 8528 takehara
*1

206

派遣職員 藤崎 充 科学機器リノベーションセンター 8526 fujisaki-m
*2

205-2

事務補佐員 谷 悦子 総合解析センター 8529 e.tani
*1

201

*1) @sanken.osaka-u.ac.jp *2) @office.osaka-u.ac.jp

加藤修雄 鈴木健之 周大揚 朝野芳織 西野美都子

石橋武 田中高紀 松崎剛 羽子岡仁志

村上洋輔 嵩原綱吉 藤崎充 谷悦子
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３．装置と稼働状況

分析 自主分析の
方法 場合

装 置 機種 設 担
（メーカー） 依 自 特 予 時 置 当

頼 主 別 約 間 場 者
指 外 所
導 利

用

600 MHz Avance Ⅲ 600 (BRUKER) ○ 104
超伝導 700 MHz Avance Ⅲ 700 (BRUKER) ○ 105 周

核磁気 600 MHz ECA-600 (JEOL) ○ ○ 要 可 可 106 羽子岡

共鳴装置 400 MHz ECS-400 (JEOL) ○ 要 F428 竹中

400 MHz ECS-400 (JEOL) ○ 要 F507 二谷

JMS-700 (JEOL) ○ 303
JMS-600H (JEOL) ○ 要 可 可 303
AccuTOF-DART(JEOL) ○ 要 可 可 303 朝野

質量分析装置 UltraflexⅢ (BRUKER) ○ 要 可 可 304
micrOTOFⅡ (BRUKER) 相談 304 松崎

Orbitrap XL (THERMO) ○ 304
ITQ1100(THERMO ) ○ 要 可 可 304

SIMS4100
二次イオン質量分析装置 (ATOMIKA) ○ 要 可 可 102 嵩原

FT/IR4100(JASCO) ○ 302可 可
フーリエ変換赤外
分光光度計 鈴木React-IR45(METTLER) 相談 ○ 可 可 302

紫外可視近赤外分光光度計 V-570(JASCO) ○ 可 可 302 羽子岡

旋光計 P-2300(JASCO) ○ 可 可 302
高周波誘導結合プラズマ発光 ICPS-8100 藤崎
分光分析装置 (SHIMADZU) ○ 要 可 可 301 羽子岡

2400(PERKIN-ELMER) ○ 302
CHN 微量元素分析装置 松崎

JM10(J-SCIENCE) ○ 302

示差熱天秤 TG8120(RIGAKU) ○ 可 可 302
嵩原

示差走査熱量計 DSC8270(RIGAKU) ○ 可 可 302
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分析 自主分析の
方法 場合

装 置 機種 設 担
（メーカー） 依 自 特 予 時 置 当

頼 主 別 約 間 場 者
指 外 所
導 利

用

JXA-8800R(JEOL)X線マイクロアナライザー 可○ ○ 田中要 可 102

走査型電子顕微鏡 S-2150 (HITACHI) ○ 要 可 可 102 村上

走査型電子顕微鏡 JSM-6330F(JEOL) ○ ○ 要 可 S107 石橋

村上JEM-3000F(JEOL) ○ ○ 要 可 相談 I103
透過型電子顕微鏡

JEM-2100(JEOL) ○ ○ 要 可 相談 F192 西野

ナノスケールハイブリット 石橋VN-8010(Kryence) ○ 相談 相談 相談 S107
顕微鏡 村上
全自動水平型多目的 田中SmartLab(RIGAKU) ○ 要 可 可 203X線回折装置 嵩原

要 可 203AFC-7RCCD(RIGAKU) ○ ○ 可

AFC-7R4CXD(RIGAKU) ○ ○ 要 可 可 203 田中単結晶自動X線回折装置

FR-E-IP(RIGAKU) ○ ○ 要 可 可 203 嵩原

FR-E-AXIS Ⅳ ○ ○ 要 可 可 203
(RIGAKU)
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主な装置の稼働状況

装 置 名 機種（メーカー） 平成25年度

AvanceⅢ 700 (BRUKER) 2150時間

AvanceⅢ 600WB(BRUKER) 1339時間

超伝導核磁気共鳴装置 ECS400 (JEOL)(4F) 5337時間

ECS400 (JEOL)(5F) 4612時間

ECA600(JEOL) 3468時間

JMS-M600(JEOL) 130件

JMS-700(JEOL) 73件

AccuTOF-DART (JEOL) 1006件

質量分析装置 MALDI-TOF/TOF UltraflexⅢ (BRUKER) 1002件

LTQ Orbitrap XL(Thermo) 969件

ITQ1100(Thermo) 25時間
micrOTO Ⅱ (BRUKER) 112時間

二次イオン質量分析装置 SIMS4100(ATOMIKA) 378時間

FT/IR4100(JASCO)
フーリエ変換赤外分光光度計 340件React-IR45 (METTLER)
紫外可視近赤外分光光度計 V-570(JASCO) 120件

旋光計 P-2300 14件

高周波誘導結合プラズマ発光分光度計 ICPS-8100(SHIMADZU) 531時間

2400(PERKIN-ELMER)
ＣＨＮ微量元素分析装置 173件JM10(J-SCIENCE)

示差熱天秤 TG8120(RIGAKU) 63件

示差走査熱量計 DSC8270(RIGAKU) 46件

Ｘ線マイクロアナライザー JXA-8800R(JEOL) 3548時間

S-2150（HITACHI） 964時間
走査型電子顕微鏡 JSM-6330F(JEOL) 1646時間

JEM-3000F(JEOL) 282時間
透過型電子顕微鏡

JEM-2100(JEOL) 685時間

全自動水平型多目的Ｘ線回折装置 SmartLab(RIGAKU) 3708時間

AFC-7RCCD(RIGAKU) 808時間
単結晶自動Ｘ線回折装置 AFC-7R4CXD(RIGAKU) 530時間

R-AXIS RAPID-191R(RIGAKU) 1548時間
R-AXIS-Ⅳ(RIGAKU) 190時間
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４．新規導入装置の紹介

イオンミリング装置（IM4000）

大阪大学科学機器リノベーションセンターの平成 25 年度機器リユース促進支援経費で採択
された本装置は、試料とイオンガンの間に遮蔽版を配置して、遮蔽版の上からイオンビーム

を照射することで、遮蔽版の端面に沿った平坦な断面を作製することができます。ビーム照

射面を無応力で加工できるため変形や加工キズを生じることがなく、SEM による内部構造の

積層形状や結晶状態、膜圧の評価などに効果を発揮します。加工条件を最適化することで、

金属や複合材料、高分子など様々な試料に用いることができます。低加速電圧加工、冷却ユ

ニット使用により、ダメージを受けやすい試料の断面作製も可能です。

加工例… Si基板上に 1μ mの Bi薄膜
と Sn 薄膜を重ねた断面試料

断面ミリング加工模式図

加工例…デバイス配線断面試料
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JEOL-ECA600にCHFプローブの導入

大阪大学科学機器リノベーションセンターの平成 25 年度機器リユース促進支援経費で
採択され、JEOL社製多核溶液NMR装置（ECA600）にCHF三チャンネルプローブを導入しまし

た。含フッ素化合物の分析に特に優れたプローブです。一般に 19Fが結合している 13Cは 19F

核とのカップリングより 13Cの信号が複雑に分裂されるため信号強度も分散されて観測感

度が大幅に低下し、測定出来ない場合もあります。このプローブの導入によりそれらの問

題が解決され、 13Cや19Fや1Hなどの一次元測定では簡単かつシンプルなスペクトルを得るこ

とが可能となります。含フッ素化合物の 13C-NMR測定では1H と19F核のデカップリングより 13

C が複雑に分裂することがなくなり、信号強度が上昇し観測しやすくなります。また 13C -1

Hの相関を測定する際に 19Fのデカップリングを組み合わせてスペクトルの解析が容易にな

ります。もちろん19Fと 1Hの相関なども検出することができます。一般的に普及している40

0MHz（9.1T）のNMR装置と比較して当センターで使用しているECA600は600MHz(14.1T)の高

磁場のNMR装置であり400MHzのNMR装置では観測が難しい核種や低濃度の溶液を高分解能で

測定することが可能です。これにより有機化学、材料化学、生物有機化学への応用が多い

に期待されます。

CHF2CF2CH2OH の 13C-NMR(部分)(左:通常測定 ,右:1Hと 19F の三重共鳴測定)
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赤外スペクトル解析ソフトKnow It Allの導入

日本分光社製FTIR-4100に解析ソフトとしてKnow It Allが導入されました。Know It Al

lには大きく分けて２つの機能『Search It』と『Analyze It IR』があります。

Search ItはKnow It Allに付属しているデータベースから試料を検索してきてくれる機

能です。試料が未知のものであってもデータベースに登録されている試料であれば検索を

して何の試料か情報を得ること

ができます。また複数の試料の

検索にも対応しており、２種類

以上の混合物でも混合している

試料すべてを検索してくれます。

またMine It を使えば自分の試

料を登録することができ、デー

タベースを構築できます。新規

の試料を登録することで検索機

能がより強固なものになります。

Analyze It IRでは測定した試

料のスペクトルから任意のピー

クを選択することでそのピーク

の情報を得ることができます。

情報は視覚的にわかりやすく表

示されており特性吸収帯だけで

なく指紋領域まで確認すること

ができます。

またDrawItで化学構造式を作成

して、入力すると推定されるIR

のピークが示唆され、新規化合

物の解析に役立ちます。

これらの機能を使用することでIRスペクトルの解析がより簡単・迅速に行えるようにな

りました。利用をご希望の方は羽子岡までお知らせください。

Analyze It IR解析画

Search It解析画面
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JEOL-JMS－M600-FAB 質量分析計OSの更新

二十余年使用していたUNIX系OSから Windows 7 “DAWin CCM データシステム”へ更新

しました。分析計本体は従来のものがそのまま利用できます。

測定パラメータ編集をはじめとする作業環境が向上しました。また、初めてWordが使用

可能になり、デジタルデータ画像が持ち出せるようになりました。

JEOL-AccuTOF-DART 質量分析計OSの更新

Windows XPサポート終了の対策で、 Windows 7 対応ソフトへアップグレードしました。

PC上の画面は若干変わりましたが、操作手順は従来のものから大きく変更されることなく、

これまでと同様な測定環境で使用できます。
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５．ドラフトの更新

産業科学研究所の特別予算により、1983年に立てられた研究棟別館のドラフトチャンバ

ー更新工事が2013年12月に行われました。経年劣化により電気系統に支障をかかえていた

ドラフトが、最新型のドラフトチャンバー（DALTON社製セキュフロー）に変わりました(下

図)。サポートエアーを使う封じ込め性能により、低風量型であるため、省エネ対応と室

内温度の制御が可能になりました。

202試料調整室 301 ICP室

６．化学アドバンスト実験について

2008年度より、解析センターの講習会が理学研究科の「化学ア

ドバンスト実験」の単位として認定ています。機器分析概論I,II、

初級核磁気共鳴分析法講習、多核磁気共鳴分析法講習、中級核磁

気共鳴分析法講習、MALDI質量分析法講習、FAB質量分析法講習、

DART/TOF質量分析法講習、粉末X線回折講習、走査型電子顕微鏡

講習、電子プローブマイクロアナライーザー講習が開講され、各

装置の構造、測定原理の説明、操作法の指導が行われました。25

年度は13名の方が単位認定されました。
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７．購読雑誌など

総合解析センターでは下記の雑誌を購読しています。またデータ集も備えています。

総合解析センター201号室および206号室に設置していますので遠慮なく申し出て下さい。

雑誌

1）ANALYTICAL CHEMISTRY 1929～1972、1978～2006

2）分析化学 1952～

3）質量分析 1982～2006

4）ぶんせき 1975～

5）Journal of The American Society for Mass Spectrometry 1996～2006

6）Ｘ線分析の進歩 1974～

データ集

1) ICDD(International Centre for Diffraction Data)～Set56

2）Handbook of Proton-NMR Spectra and Data. Vol. 1-10 (1985), Academic Press.

3）Carbon-13 NMR Spectral Data, Fourth Edition, Microfiche Collection. Vol. 1-3

(1987), VCH(中) マイクロフィッシュリーダー装備

4）EPA/NIH Mass Spectral Data Base. Vol. 1 (1987) - 4 Suppl. 2 (1983), NSRDS

5）Molecular Structures and Dimensions.Vol. 1 (1970) - Vol. 15 (1984),

Crystallographic Data Cener, Cambridge

分析学習ビデオ（放送大学 物質の科学・有機構造解析）

総合解析センターパンフレット、利用の手引き
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８．ChemBioOffice活用セミナーについて

ChemBioOfficeは化学構造式を描く上で最もよく使われているソフトウェアです。近年、

バイオ関連の描画機能も充実し、化学系から生物系の分野の発表用資料や学術論文の作成

に必須となっています。分子軌道計算機能も含まれるため、化学構造や反応性についての

理解にも役立ちます。

大阪大学では平成19年度より本学の約80に及ぶ研究室（工、理、基礎工、薬、医、産研、

太陽エネ、交流セ、蛋白研、免疫、ラジオ、総合学術）の共同出資とサイバーメディアセ

ンターの技術支援により、ChemBioOfficeの日本総代理店と大阪大学との年間サイトライ

センス契約を結び、運用を開始しております。平成21年度の豊中総合図書館と吹田理工学

図書館での開催を皮切りに、鈴木准教授が世話人として毎年、利用講習会を行っておりま

す。平成22年度からは、サイバーメディアセンターの情報端末でも利用可能になり、端末

を使った利用者講習会、さらに理学研究科の化学実験実習でも利用されています。

平成25年度はPerkinElmerの久枝修二氏を講師としてサイバーメディアセンター豊中教

育研究棟と吹田GSEコモンウエストで行われ、70名の方が参加しました。研究室に新入の4

年生、修士1年生を中心に博士課程の学生、教員、テクノアライアンスの社会人も含まれ

ます。添付しましたアンケート結果に示しますようにサイバーメディアセンターの端末を

使った実習形式は9割の参加者に満足していただきました。

サイバーメディアセンター豊中 ＧＳＥコモンウエスト

アンケート結果 （回答数 豊中34 吹田70）

今回のセミナー全体についてどのように評価されますか？

①大変良い②良い③どちらとも言えない④やや期待はずれ⑤期待はずれ
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９．今年度の行事

1）新入生のための機器分析講習会 平成26年4月9日13：30～16：30

産研新入生のために総合解析センターのすべて(装置類、組織、利用規則など)を紹介

します。産研新入生の参加は必須です。

2）いちょう祭見学会 (一般開放) 平成26年5月2,3日10：00～16：00

大阪大学の創立記念日を祝し全学をあげて新入生を歓迎し、教職員、学生の親睦を目

的とした大阪大学いちょう祭に総合解析センターも積極的に参加し、以下の装置を見学

用に開放します。

3）機器分析視聴覚アワー 平成24年5月7日13：30～16：30

日本分析化学会編集の教育用ビデオシリーズを放映します。

4）各種講習会

総合解析センターでは、随時、各種分析装置の使用講習会を開催します。

全学ChemBioOffice活用法セミナー

4月25日(9:30～11:00,13:00～14:30) 豊中サイバーメディアセンター，吹田GSE

全学初心者NMR測定講習会

4月16－18日(9:30～12:30,13:30～16:30) 総合解析センター106号室

MALDI-MS講習会

4月22－24日（14:00～17:00）総合解析センター304号室

全学薄膜X線回折説明会①面外・面内測定

5月7,8,9日（10:00～16:00）総合解析センター203号室

全学薄膜X線回折説明会②反射率測定

5月12,13日（10:00～13:00）総合解析センター203号室

全学DART-MS測定講習会

5月13,19,21日(10:00～16:00,14:00～17:00) 総合解析センター303号室

全学薄膜X線回折説明会③極点測定

5月14,15日(10:00～16:00) 総合解析センター203号室

全学薄膜X線回折説明会④逆格子マップ測定

5月16,19日（10:00～16:00）総合解析センター203号室
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IR・UV講習会

5月19,20日(13:00～16:00) 総合解析センター302号室

全学多核NMR講習会

5月21,22,23日(10:00～16:00) 総合解析センター106号室

初級SEM測定講習会

5月23,26,27日(10:00～17:00) 総合解析センター102号室

全学粉末X線回折説明会

5月27,28日(10:00～16:00) 総合解析センター203号室

FAB-MS講習会

5月27,28日(10:00～13:00,14:00～17:00) 総合解析センター303号室

全学初級SEM測定講習会

5月28,30日6月2日(10:00～15:00) 総合解析センター102号室

中級FE-SEM,EDS講習会

6月3,4日(10:00～16:00) 第2研究棟S107-1号室

全学中級FE-SEM,EDS講習会

6月6,9,10日(10:00～16:00) 第2研究棟S107-1号室

全学初級ICP説明会

6月11,12,13日(9:00～12:00,13:30～16:30) 総合解析センター301号室

全学CCD単結晶X線回折講習会

6月16,17日(10:00～16:00) 総合解析センター203号室

全学高輝度湾曲IP単結晶X線回折講習会

6月18,19日(10:00～16:00) 総合解析センター203号室

全学高輝度平板IP単結晶X線回折講習会

6月20日(9:00～12:00,13:00～16:00) 総合解析センター203号室

全学中級NMR講習会

6月25-27日(10:00～16:00) 総合解析センター106号室

全学中級ICP説明会

6月26,27日(10:00～16:30) 総合解析センター301号室

全学薄膜X線回折説明会①面外・面内測定

10月7,8日(10:00～16:00) 総合解析センター203号室

全学DART-MS講習会

10月8,9日（10:00～13:00）総合解析センター303号室
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全学薄膜X線回折説明会②反射率測定

10月9日(10:00～16:00) 総合解析センター203号室

全学初心者NMR測定講習会

10月9,10日（9:30～12:30,14:00～17:00）総合解析センター106号室

全学薄膜X線回折説明会③極点測定

10月10日(10:00～16:00) 総合解析センター203号室

全学薄膜X線回折説明会④逆格子マップ測定

10月15日(10:00～16:00) 総合解析センター203号室

MALDI-MS講習会

10月15,16日（14:00～17:00）総合解析センター304号室

全学粉末X線回折説明会

10月16日(10:00～16:00) 総合解析センター203号室

初級SEM測定講習会

10月15,17日(10:00～13:00) 総合解析センター102号室

全学初級SEM測定講習会

10月20,21日(10:00～15:00) 総合解析センター102号室

全学初級ICP説明会

10月22-24日(9:00～12:00,13:30～16:30) 総合解析センター301号室

全学中級NMR測定講習会

10月23日(10:00～17:00) 総合解析センター106号室

中級FE-SEM,EDS講習会

10月24,27日(10:00～16:00) 第2研究棟S107-1号室

全学中級FE-SEM,EDS講習会

10月28,29日(10:00～16:00) 第2研究棟S107-1号室

FAB-MS講習会

10月30日(10:00～13:00) 総合解析センター303号室

全学中級ICP説明会

11月5,6日(10:00～16:30) 総合解析センター301号室

全学CCD単結晶X線回折講習会

11月18日(10:00～16:00) 総合解析センター203号室

全学高輝度湾曲IP単結晶X線回折講習会

11月19日(10:00～16:00) 総合解析センター203号室
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全学高輝度平板IP単結晶X線回折講習会

11月20日(9:00～12:00,13:00～16:00) 総合解析センター203号室

5）各種機器 利用者連絡会

研究室と総合解析センターとの意志の疎通をはかり、装置類の共同利用を円滑に進める

ことを目的として利用者連絡会が設置されています。この利用者連絡会のメンバーは実際

に機器を利用している研究室の若手職員と総合解析センターの機器担当職員とで構成さ

れ、総合解析センターから研究室への連絡、あるいは研究室から総合解析センターへの要

望などの意見交換が行われています。

前期機器利用者連絡会

6月20日（金） 13:30～14:30 第2研究棟1階共同プロジェクト室

後期機器利用者連絡会

11月7日（金） 13:30～14:30 第2研究棟1階共同プロジェクト室
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１０．昨年度の活動報告

下記のように講習会、見学会、連絡会等を行いました。

平成25年度行事一覧

平成25年 4月10日 新入生のための機器分析講習会 42名

4月12日 全学ChemBioOffice活用セミナー 109名

4月17-19日 初心者NMR講習会 24名

4月24-26日 全学DART-MS講習会 12名

5月2,3日 いちょう祭（一般開放、見学） 53名

5月7,8日 全学薄膜X線回折講習会①インプレーン測定 12名

5月8日 機器分析視聴覚アワー 11名

5月9,10日 IR･UV説明会 4名

5月9,10日 全学薄膜X線回折講習会②反射率測定 5名

5月14,15日 全学薄膜X線回折講習会③極点測定 5名

5月16,17日 全学薄膜X線回折講習会④逆格子マップ測定 5名

5月15-17日 MALDI-MS講習会 13名

5月21,22日 全学粉末X線回折講習会 8名

5月22-24日 多核NMR講習会 12名

5月24,27,28日 初級SEM講習会 7名

5月29-31日 全学初級SEM 講習会 11名

5月30,31日 FAB-MS講習会 9名

6月4,5日 中級FE-SEM,EDS講習会 9名

6月6,7,10日 全学中級FE-SEM,EDS講習会 8名

6月12-14日 全学初級ICP説明会 9名

6月12-14日 全学電子マイクロアナライザー講習会 17名

6月18日 全学CCD単結晶X線回折講習会 6名

6月19日 全学高輝度湾曲IP単結晶X線回折講習会 2名

6月26日 電子マイクロアナライザー講習会 6名

6月26-28日 中級NMR講習会 12名

6月27,28日 全学中級ICP説明会 12名

8月1日 武庫川女子大附属高校体験学習見学 6名

8月26日 四条畷高等学校見学 86名

10月7,8日 全学SIMS説明会（アメテック株式会社） 18名

10月9日 全学薄膜X線回折講習会①インプレーン測定 6名
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10月9,10日 全学DART-MS講習会 2名

10月9,10日 初心者NMR講習会 3名

10月10日 全学薄膜X線回折講習会②反射率測定 1名

10月16日 全学薄膜X線回折講習会④逆格子マップ測定 5名

10月17日 全学粉末X線回折講習会 3名

10月16,17日 MALDI-MS講習会 8名

10月17,18日 初級SEM講習会 4名

10月21,22日 全学初級SEM講習会 12名

10月29日 全学初級ICP説明会 4名

10月24,25日 中級FE-SEM,EDS講習会 3名

10月25日 中級NMR講習会 1名

10月29,30日 全学中級FE-SEM,EDS講習会 4名

11月6,7,11日 全学電子マイクロアナライザー講習会 3名

11月19日 全学CCD単結晶X線回折講習会 1名

11月20日 全学高輝度湾曲IPX線回折装置講習会 3名

12月17日 大阪国際大和田高等学校見学 88名

平成26年 1月22日 全学初級ICP説明会 4名

1月29日 全学中級ICP説明会 2名
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利用者講習会

新入生のための機器分析講習会

平成25年4月10日

初心者NMR測定講習会

平成25年4月17日-19日

全学DART-MS講習会

平成25年4月24-26日
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全学薄膜X線回折講習会

①インプレーン測定

平成25年5月7,8日

機器分析視聴覚アワー

平成25年5月8日

IR･UV説明会

平成25年5月9,10日
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全学薄膜X線回折講習会

②反射率測定

平成25年5月9,10日

全学薄膜X線回折講習会

③極点測定

平成25年5月14,15日

全学薄膜X線回折講習会

④逆格子マップ

平成25年5月16,17日
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MALDI-MS講習会

平成25年5月15-17日

全学粉末X線講習会

平成25年5月21,22日

多核NMR講習会

平成25年5月22-24日
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初級SEM講習会

平成25年5月24,27,28日

全学初級SEM講習会

平成25年5月29-31日

FAB-MS講習会

平成25年5月30,31日
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中級FE-SEM,EDS講習会

平成25年6月4,5日

全学中級FE-SEM,EDS講習会

平成25年6月6,7,10日

全学中級ICP説明会

平成25年6月12-14日
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全学電子プローブマイクロ

アナライザー講習会

平成25年6月12-14日

全学CCD単結晶X線

回折装置講習会

平成25年6月18日

全学高輝度湾曲IP

X線回折装置説明会

平成25年6月19日
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全学中級ICP説明会

平成25年6月27,28日

全学SIMS説明会

平成25年10月7,8日

全学薄膜X線回折講習会

①インプレーン測定

平成25年10月9日
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DART-MS講習会

平成25年10月9,10日

全学薄膜X線回折講習会

②反射率測定

平成25年10月10日

初心者NMR講習会

平成25年10月10,11日
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MALDY-MS講習会

平成25年10月16,17日

全学粉末X線回折講習会

平成25年10月17日

初級SEM講習会

平成25年10月17,18日
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全学初級SEM講習会

平成25年10月21,22日

中級者FE-SEM,EDS講習会

平成25年24,25日

全学高輝度湾曲IP

X線回折装置説明会

平成25年11月20日
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見学会

武庫川女子体験学習

平成25年8月1日

四条畷高等学校

平成25年8月26日

大阪国際大和田高等学校

平成25年12月17日
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１１．センターの機器を利用して得られた成果

安蘇研究室

Narrow-optical-gap p-conjugated small molecules based on terminal isoindigo and thienoisoindigo
acceptor units for photovoltaic application, M. Karakawa, Y. Aso: RSC Adv., 3 (2013) 16259-16263.

Three-dimensional electron-accepting compounds containing perylene bis(dicarboximide)s as n-type
organic photovoltaic materials, Y. Ie, T. Sakurai, S. Jinnai, M. Karakawa, K. Okuda, S. Mori, Y. Aso:
Chem. Commun., 49 (2013) 8386-8388.

Near-Infrared Photovoltaic Performance of Conjugated Polymers Containing Thienoisoindigo Acceptor
Units, M. Karakawa, Y. Aso: Macromol. Chem. Phys., 214 (2013) 2388-2397.

Low band-gap donor-acceptor copolymers based on dioxocylopenta[c]thiophene derivatives as acceptor
units: synthesis, properties, and photovoltaic performances, J. Huang, Y. Ie, M. Karakawa, Y. Aso: J.
Mater. Chem. A., 1 (2013) 15000-15009.

安藤研究室

Anomalous metallic state above the upper critical field of the conventional three-dimensional
superconductor AgSnSe2 with strong intrinsic disorder, Z. Ren, M. Kriener, A. A. Taskin, S. Sasaki, K.
Segawa and Y. Ando: Phys. Rev. B: Condens. Matter Mater. Phys., 87 (2013) 064512/064511-064512/0
64516.

Experimental studies of the topological superconductor CuxBi2Se3, Y. Ando, K. Segawa, S. Sasaki and M.
Kriener: J. Phys.: Conf. Ser., 449 (2013) 012033/012031-012033/012035, 012035 pp.

Unusual nature of fully gapped superconductivity in In-doped SnTe, M. Novak, S. Sasaki, M. Kriener, K.
Segawa and Y. Ando: Phys. Rev. B: Condens. Matter Mater. Phys., 88 (2013) 140502/140501-140502/1
40505.

加藤研究室

A semisynthetic fusicoccane stabilizes a protein-protein interaction and enhances the expression of K+

channels at the cell surface, C. Anders, Y. Higuchi, K. Koschinsky, M. Bartel, B. Schumacher, P. Thiel,
H. Nitta, R. Preisig-Müller, G. Schlichthörl, V. Renigunta, J. Ohkanda, J. Daut, N, Kato and C. Ottmann:
Chem. Biol., 20 (2013) 583-593.
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Chemical ligation of epoxide-containing fusicoccins and peptide fragments guided by 14-3-3 protein, T.
Maki, A. Kawamura, N. Kato and J. Ohkanda: Mol. Biosyst., 9 (2013) 940-943.
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Structure Analysis of Composition Modulation in Epitaxially-Grown III-V Semiconductor Alloys, M.
Ishimaru, S. Hasegawa, H. Asahi, K. Sato, T. J. Konno: Jpn. J. Appl. Phys., 52 (2013) 110120-1.

Growth parameter dependence of structural, electrical and magnetic properties in GaGdN layers grown on
GaN(0001), S. Sano, S. Hasegawa, Y. Mitsuno, K. Higashi, M. Ishimaru, T. Sakurai, H. Ohta, H. Asahi:
J. Crystal Growth., 378 (2013)314-318.

Growth and characterization of GaDyN/GaN double barrier structures, M. Sano, Y.K. Zhou, S. Emura, S.
Hasegawa, H. Asahi: J. Crystal Growth., 378 (2013) 137-140.

総合解析センター

Enantioselective multicatalytic synthesis of α-benzyl-β-hydroxyindan-1-ones, T. Suzuki, Y. Ishizaka, K.
Ghozati, D.-Y. Zhou, K. Asano and H. Sasai: Synthesis, 45 (2013) 2134-2136.

Oxo-carboxylato-molybdenum(vi) complexes possessing dithiolene ligands related to the active site of
type II DMSOR family molybdoenzymes, H. Sugimoto, M. Sato, L. J. Giles, K. Asano, T. Suzuki, M. L.
Kirk and S. Itoh: Dalton Trans., 42 (2013) 15927-15930.

Pd(II)-SDP-catalyzed enantioselective 5-exo-dig cyclization of γ-alkynoic acids: application to the
synthesis of functionalized dihydrofuran-2(3H)-ones containing a chiral quaternary carbon center, V.
Sridharan, L. Fan, S. Takizawa, T. Suzuki and H. Sasai: Org. Biomol. Chem., 11 (2013) 5936-5943.

Phase-controlled supramolecular photochirogenesis in cyclodextrin nanosponges, W. Liang, C. Yang, D.
Zhou, H. Haneoka, M. Nishijima, G. Fukuhara, T. Mori, F. Castiglione, A. Mele, F. Caldera: Chem.
Commun.,49 (2013) 3510-3512.

Preparation of aluminum-containing mesoporous silica with hierarchical macroporous architecture and its
enhanced catalytic activities, T. Kamegawa, S. Tanaka, H. Seto, D. Zhou, H. Yamashita: Phys. Chem.
Chem. Phys., 15 (2013) 13323-8.
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１２．学内および学外共同利用について

平成19年度より自然科学研究機構分子科学研究所を核として始まった大学連携研究設備

ネットワーク（旧化学系研究設備有効活用ネットワーク）は、学外共同利用を促進するた

めのネットワークです。尚、本ネットワークでは大阪大学は、西近畿地区に分類され、前

材料解析センター長の笹井宏明先生が引き続き西近畿地区の委員長をされています。

また平成24年度より鈴木健之准教授が分子科学研究所の機器センターの運営委員を担当

しています。

大学連携研究設備ネットワーク http://chem-eqnet.ims.ac.jp/index.html

総合解析センターに設置されている装置の一部は、科学教育機器リノベーションセンタ

ーと連携し学内外の共同利用に供しています。科学教育機器リノベーションセンターは、

平成１９年４月１日に工作センターの発展的改組により設立されました。それまでの工作

センターの「もの作り」による研究教育支援業務に加え、基盤的な研究教育機器を修理・

復活再生させて学内の教員や学生との共同利用を進める「リユース促進」を行っています。

現在、総合解析センターの６台の装置について、リノベーションセンターを窓口として学

内への共同利用のサービスを提供しており、講習会も共催しています。さらに、その内の

２台(ICP、EPMA)はリノベーションセンターと連携し学外へのサービスを行っています。

科学教育機器リノベーションセンター http://www.reno.osaka-u.ac.jp/index.htm
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１３．センターからのお願い

大阪大学の国立大学法人化に伴い、総合解析センターの研究への貢献度が何らかの形で

説得力をもって示されなければならない状況になっております。

総合解析センターの機器を使用して行った研究の成果を学会誌等に発表される場合は、

論文に謝辞等を御記載していただきますよう何卒お願い申し上げます(総合解析センター

利用の手引きp.11を御参照下さい）。また、論文が印刷・公表された時には、総合解析セ

ンターに、別刷１部づつを御寄贈下さるようよろしくお願い申し上げます。

総合解析センターでは、利用者の皆様がセンター機器を利用して得られた研究成果（論

文等）をセンター年報に掲載します。また寄贈いただきました別刷りは総合解析センター

1階玄関前に掲示しております。これらの論文は総合解析センターを利用する研究者のみ

ならず、総合解析センターに来訪される高校生や一般の見学者からも好評を得ています。

今後とも、総合解析センターの機器を御利用いただき、皆様の研究が益々発展すること

を心より祈願しております。


